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 設例２ 
税務上の繰越欠損金の使用限度額について課税所得の 80%が限度について。 
 
スケジューリングにおいて、5 年内の課税所得の見積もり限度で 20%使用できないものが、

繰延税金資産において計上できなくなるのは、実態にあっていないと思われる。 
 
税務制度上使用できないだけで、課税所得が十分である場合は、使用可能が明らかである

（現状の課税所得が 5 年以降も継続が見込まれる）。 
 
その分の繰延税金資産を取崩した場合、実態と合わなくなるのはおかいいのではないか？ 


